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選
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語家富錆寝込…

広
報
3
符
何
mm副
官
で
戸
イ
ヂ
戸
務
総
し
た
1
A
ゆ
る
ち
と
一
銭
袋
挙
集
L
に
は
、
市
民
の
汚
か
ら
鎖
緩
怠
殺
菌
同

が
寄
付
い
ら
れ
談
し
t
u
o

な
か
℃
も

1
8怒
傑
綴
e

淡
櫨
担
L

関
係
汐
骨
体
悼
の

4創
出
を
占
め
、
そ
の
う
ち
手
祭

絞
め
浄
化
認
策
に
つ
い
て
は
、

W
件
の
後
援
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
結
奈
は
、
盗
設
の
自
然
乞
対
叶
切
る
問
問

、ωの
液

j

さん
L

抑
制
浄
化
乞
込
め
る
品
開
い
の
強
さ
の
淡
わ
れ
だ
と
考
え
ら
れ
時
叫
す
伺
ぎ
た
、
他
に
分
蛸
納
容
れ
た
提

総
の
中
に
も
、
牢
品
調
抑
拍
の
自
然
奈
生
か
し
た
ち
の
が
紋
多
く
お
り
噛
臨
し
だ
e
市
で
段
、
こ
れ
ら
の
意
露
を
柑
騰

に

g宇
白
岡
沼
mw
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
ダ
官
官
↑
形
成
す
る
も
の
と
し
て
、
手
一
興
沼
と
そ
の
隣
…
辺
で
波
夜
滋
め
ら
れ

て
い
る
機
殺
を
総
合
的
一
位
綴
髄
慨
し
て
い
く
方
肉
で
官
、
そ
の
だ
め
、
余
年
度
お
は
よ
絞
蹴
恕
ふ
る
さ
と

ぷ
長
沼
n
ふ
れ
あ
い
齢
刷
協
L

を
つ
く
り
、
後
照
的
な
務
幾
と
し
て
来
年
度
繊
手
殺
後
指
し
、
李
総
潟
世
宮

市
露
日
れ
も
が
織
し
め
る
む
に
ろ
と
し
て
、
乙
の
務
幾
後
進
め
て
い
〆
益
事
慾
で
す
。
{
役
引
盤
輪
開
)

ト

。
り
つ
の
イ
メ
ー
ジ
者
基
本
記
討
麗
づ
く
り

平成盟童手鰭か
はとの主主トか f呂ぷ
、つま蕗;百 L ら砲 i盤ふ

寺子で l シま若手ふめる
望者も次ンすせれるさ
浴 あ 義 ポ 包 匂 お 寸 と
淘 η 本ル苧れい〆一郎
辺ま詩fゾ絞た言fiF生

議て関よ雪査伊主茎
議室毒事z五Ijc，~ t 
なめな縦覧とに ifiとて
重量計柱 Iま L ス 代 n 主主
告書棋能町 、たタ的手車i
考会てがて戸市号f' 1 方主主的

殺
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
禁
事
業
向

税
本
広
場
や
広
域
サ
イ
ク
リ
ン
グ
口

l

ド
針
山
閥
、
世
間
劇
中
軸
果
的
為
的
均
約
銭
や
千

終
協
議
事
遂
の
延
町
間
‘
議
ア
加
見
沼
拠
点
描
開

制
沼
、
木
生
縦
約
問
槻
等
を
総
合
的
別
心
的
蹴
鵬
糊

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
的
判
、
す
n

今
年
夜
中
に
は
、
こ
の
計
函
を
ま
と

め
る
事
務
作
品
識
を
終
了
し
、
平
成
2
年

波
か
ら
車
業
に
+
猶
予
し
て
い
き
ま
す
@

料
削
減
策
定
に
は
、
山
町
内
で
拙
組
織
し
た
針

一
幽
策
定
本
制
御
で
数
療
を
つ
く
り
、
そ
の

後
也
市
備
機
会
議
員
、
中
市
災
代
淡
者
、
学
識

絞
殺
者
で
綴
織
す
る
叫
削
減
策
定
慾
総
会

で
、
計
総
裁
の
爾
整
を
行
い
ま
す
。

外
削
減
づ
〈
り
に
は
、
問
知
体
的
に
止
め

6
つ
の
イ
メ
ー
ジ
合
基
本
に
し
て
、
そ

の
な
か
で
愉
々
の
事
業
b
v泌
め
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
民
だ
れ
も
が

親
し
め
る
手
奴
川
財
務
潟
の
空
間
同
と
し
て

総
合
的
な
強
僚
を
進
め
る
子
総
ぞ
す

e

水
と
的
み
れ
-
a
h
M

や
絞
抽
出
や
手
世
間
部
田
知
縦
横
滋
‘
総
本
広

場
等
の
務
総
合
輸
に
喰
沼
町
期
化
を
考

人
水
と
ふ
れ
あ
え
る
安
ら
撃
的
事
一
均

践
と
A
W

ふ
れ
あ
h
M

為
的
博
物
館
や
山
総
偽
総
研
究
授
を

軸
に
、
手
持
純
明
財
閥
川
仰
の
野
県
却
を
必
ヒ
て
、

白
H

然
斜
線
今
考
え
る
空
間
吋

花
と
縄
-
e
A
m
み
れ
a

h

M

紙
本
総
公
開
闘
や
水
泳
綴
物
倒
、
即
時
宵
廿

き
れ
て
い
る
斜
議
林
輸
申
告
軸
に
、
犯
や

棋
と
ふ
れ
あ
え
る
幸
一
句

土
と
前
ふ
れ

ah桔

哨
情
的
問
泌
の
徐
組
幹
悶
等
全
然
消
L
た
毘

姐
肉
体
験
字
削
闘
や
滋
ω院
内
崎
聞
出
向
後
期
刊

線・ぷ・
4

・
人
と
dm
あ
れ
4
m
h
M

苧
間
同
沼
田
制
送
内
水
聞
や
遂
事
道
、
総

本
広
場
等
で
.
子
供
か
ら
お
年
制
吋
り
ま

で
来
し
め
る
ス
ポ

iγ
・
レ
ク
リ
エ

i

y
ョ
ン
的
空
機
。

蹄
概
由
況
と

A
m
み
れ

ahM

手掛
M

滋
樹
削
辺
の
歴
史
的
遺
緩
や
災
掛

文
や
滋
事
選
等
を
生
か
し
、
先
人
的
足

蹴
献
を
学
M
V

、
し
の
よ
笠
間
間
1

す
で
に
ぶ
綴
で
中
間
報
告
し
た
よ
ラ
築
山
哉
の
畿
も
多
か
っ
た
♂
開
飢
餓
等
生
か
し
た
も
的
が
持
件
あ
り
ま
し
た
。

に
勺
ふ
る
さ
と
創
生
一
帯
数
い
の
ア
イ
デ
ア
綴
緩
い
的
を
か
で
も
滋
的
静
化
を
含
め
‘
こ
れ
ら
の
苧
御
法
日
間
同
連
し
た
緩
犠

募
集
に
は
、
泌
氏
的
方
か
ら
7

5
ら

件

革
a
m
R
沼
問
問
巡
の
も
の
が
2
0
7
件
。
ま
の
合
計
M
U
2
5
0
件
で
、
全
保
か
ら
み

の
援
策
が
あ
号
ま
し
た
u

こ
れ
を
や
九
項
た
‘
ス
ポ
ー
ツ
-
L
V

ク
リ

A
i
シ
ョ
ン
、
る
と
路
行
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

総

9
、
小
項
同
国
泣
い
い
分
燃
し
た
結
果
は
イ
ベ
ン
、
.hr-
観
光
に
升
紺
糊
さ
れ
て
い
る
市
交
の
中
々
の
や
筑
波
に
対
す
る
糊
同
心
的

友
表
の
と
お
り
で
す
。
相
提
案
内
な
か
に
も
、
手
掛
見
浴
的
協
然
を
深
部
的
畿
わ
れ
と
忽
わ
れ
ま
す
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か
け
が
え
の
な
い
地
味
。
そ
の
地

球
も
文
明
の
後
遂
と
と
も
に
&
隊
絡

が
滋
み
、
間
環
境
は
ど
え
ど
ん
総
壊
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
問
則
的
諸
費
生
活
関
棋

で
は
、
問
削

η
あ
る
資
源
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
住
み
よ
い
地
球
を
守
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
や
長
怒

ん
と
一
殺
に
考
え
ま
す
。

当
日
向
参
綴
穏
に
は
、
世
帯
ら
し
に
役

立
つ
プ
レ
セ
ン
ト
を
用
窓
し
て
い
ま

す
の
で
ち
お
気
軽
に
お
射
掛
け
〈
だ

き
い
。

品wq
骨コ
t
ナ
3
由旬

T
i
マ
*
地
球

に
や
さ
し
い
く
ら
し
方
*
ピ
ン
は
お

長怠

い
L
い
安
穏
で
す
ホ
鈴
が
え
よ
う
本

大
気
が
お
り
S
*
紙
は
よ
み
が
え
る

*
吋
泌
総
刷
、
手
錠
叫
が
尚
一
し
て
い
ま

せ
ん
か
竺
捕
か
ら
滋
け
ん
ヘ
ホ
あ
れ

も
、
こ
れ
も
‘
プ
ラ
ス
チ
ソ
ク

vmい
合
わ
せ
衛
隊
生
活
課
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い
よ
い
よ
火
災
シ
ー
ズ
ン
務
来
。
火
災
は
一
穏
に
し
て
緩
い
仕
事
合
や
財
産
を
奪
い
ま
す
ω
線
第
二
め
時
期

に
行
わ
れ
る
秋
的
火
災
予
微
調
欄
織
は
、
ム
ザ
年
か
ら
可
1
1
8
畿
の
問
料
い
の
け
給
付
君
民
(
木
)
か
ら
は
じ
ま
り
同
日

除
〈
水
)
ま
で
「
お
と
な
り
に
あ
げ
る
俊
や
火
の
始
末
L

を
絞
一
…
確
認
じ
会
間
関
…
衡
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
総
緩
や
品
組
織
で
仲
間
火
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
目
線
品
開
添
加
岬
M
W

昨
年
的
火
災
に
よ
る
死
者
は
食
品
闘
で

1
1
6
6
人
で
す
均
そ
の
つ
ら
官
向
斡
替

は
‘
5
2
a
人
r
u
刊
'
9
%
〉
、
間
気
や

身
体
不
拘
門
出
藍
、
乳
幼
児
は
、
1
2
2

人
〈
m
M

省

5
%
い
を
占
め
、
市
制
存
を
合
わ

廿
る
と
ら
判
削
川
以
上
的
尚
い
却
都
合
と
な
っ

之U 

第10期;
主義768をき

れ
郡
名
、
を
養

地
域
に
替
着
し
た
青
少
年
活
動
を

同
月
1
也
、
市
襲
警
お
い
て
築
く
住
み
よ
い
技
会
機
等
給
少
年
内
縫

ぬ
矧
宵
少
年
同
制
後
民
的
勢
崎
状
λ

火
災
市
入
金
管
成
を
呂
的
に
、
地
域
い
お
持
制
し
た

が
行
わ
れ
、
川
町
名
が
県
知
卓
及
び
市
政
州
出
動
を
行
っ
て
い
ま
ー
す
争

か
ら
袋
緩
や
い
い
必
け
ま
し
た
ロ
況
な
法
的
燃
は
、
山
昨
年
一
ア
i
マ
を
決
的

相
談
u
H
は
、
品
小
学
校
災
ご
と
に
3
て
祭
外
で
一
れ
っ
て
い
る
狩
品
川
年
々
布
ン

名
か
ら
6
名
お
り
、
校
側
酬
は
3
年
“
プ
、
一
位
休
み
に
市
内
各
仙
川
小
、
υ灯
、
フ
綾
子

殺
す
部
m
u
よ
き
相
談
担
相
手
と
し
て
明
る
野
外
峨
閥
会
、
弘
、
の
オ
リ
正
ン
テ
i
U
7

ノ
グ
大
会
な
ど

9

ま
わ
い
、
夏
休
み
や
h
I

休
み
町
制
制
問
削
に
は
、
非
…
打
仲
間
止
や
生
時
間

な
均
所
な
ど
を
議
べ
る
バ
ト
口
a
g
e
e
ル
を

一
行
い
、
符
タ
与
の
健
全
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。

wv
問
問
い
合
わ
せ
社
会
品
以
内
H
然

宮
「
部
…
1
1
5
1
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2
1
9
擦
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、
官
同

社
間
習
で
は
止
め
よ
う
な
問
い
か
け
を
し

ま
す
。
搭
ち
縫
い
て
答
え
て
く
だ
き
い
a

ー
火
事
で
す
か
、
品
川
急
で
す
か
」

(
火
事
的
場
合
〉
1
内
品
川
H
H
府内容

。
通
報
の
一
ポ
イ
ン
ト

工
学
季
、
部
ち
着
い
て

記
、
王
事
ご
1
1
9

i
f
dも

門
ペ
ヘ
判
期
総
内
w
j
p
火
事
か
救
急
か
ー

を
は
っ
き
り

4
島
、
自
分
幻
け
で
し
ゃ
べ
う
ヲ
と
し

な
い
ニ
と
が
野
心
、
心
札
話
内
総
子
仁

調
子
台
台
わ
せ
て

5
、
逃
げ
遂
れ
た
人
的
存
織
を
間
同
時

に
知
ら
せ
る

6
、
凸
材
分
的
不
法
愈
か
ら
め
火
事
て

も
場
気
を
ふ
る
フ
て
知
ら
せ
る

C
サ
イ
レ
ン
の
牧
時
鴫
・
行
総

日
月
9
日
~
本
)
午
線
7
時
、
市
内
ρ穿仙川

で
…
舟
に
哨
党
総
ぉ
火
災
と
附
阿
波
わ
な
い

よ
う
“
お
は
窓
〈
村
九
M
G
い

M

。
高
層
マ
ン
シ
鑓
ン
緩
仲
間
糊
制
緩

V
自
制
時
口
月
刊
日
〈
余
ゾ
午
枠
間
山
刊
時
か

らザ
捕
磯
部
閉
術
仇
ウ
イ
ン
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
絞
火
災
争
仲
間
仲
間
大
ポ
ス
タ
ー
展
示

口

出

開

市

内

小

・

中

字

的

問

%

以

e

学

徒

に

よ

数
各
様
事
業
所
友
び
危
幣
物
時
四
絞
め
怠
る
火
災
予
約
ポ
ス
タ
ー
め
後
殺
防
パ
M

附を

ち

入

り

酬

例

祭

市

内

最

品

削

減

掬

及

び

大

型

窓

越

に

民

心

拘
険
的
や
刊
誌
公
判
制
制
総
説
、
そ
の
抽
出
事
し
ま
す
。

業
一
庁
、
品
込
山
間
仏
閣
時
動
タ
ン
ク
治
倫
併
の
マ
嗣
期
間
同
日
付
9
U
H
(
本
〉
か
お
り
H
月
泣

立
ち
入
り
指
向
去
を
実
絡
し
ま
す
特
に
目
、
本
〉
主
で

V
M
泌
総
築
物
で
は
2

J

出
惨
揖
設
備
等
め
級
一
紛
火
線
開
師
入
H
リ
立
て
看
板
及
び
仲
間
大

確
認
と
す
域
紛
へ
め
縫
幾
絡
的
峰
山
開
怨
ポ
ス
タ
ー
の
線
一
都

治
時
な
と
に
つ
い
て
悉
占
的
に
行
い
ま
す
。
市
内
各
所
に
印
刷
大
隊
総
入
ワ
グ
て
む

V
織
間
同
日
月
6
8
(
月
)
か
ら
W
M
対
日
刊
制
改
び
令
屋
川
括
一
防
大
ポ
ス
タ
ー
炭
化
的

必
工
会
で
は
.
中
川
州
都
齢
者
を
付
撃

と
す
る
成
人
市
柄
拘
e
y
紛
検
診
を
災
後
し

て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
当
ぃ
市
商
I
会

が
小
出
吋
此
同
事
糸
線
限
燥
地
進
主
従
事
業

の
実
的
制
高
問
仁
会
と
し
て
県
内
設
定
tJ1

藤
一
地
一
の
援
…
準
点
γ存
γ
一

粍
)
が
す
之
置
き
に
よ

終
期
的
竹
内
H
徐
に
つ
い
て
は
、
怒
山
油
断
M
準
小
伶
終
協
議
会
か
ら
答
中
を
受
け
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お

し

て

み

ま

せ

ん

か

勾

山

判

苦
闘
月
以
受
け
ら
れ
な
か
ゆ
た
方
も
側

ニ
制
判
間
捌
く
だ
さ
い
e

取

V
持
参
母
子
餓
出
掛
手
帳
、
問
問
縁
側
惜

V

れ
宰
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
震
幅
納
骨
し
て

か
ら
お
お
か
げ
く
だ
幸
い
n

V
持
参
様
子
憾
蕊
手
線
、
山
門
綴

V
驚
周
一
接
持

な
っ
た
}

き
の
う
ま
で
泳
気
に
、
人
…
帥
川
城
絞

っ
て
い
た
人
的
突
然
死
、
漁
労
死
が
呂

涼
っ
て
禍
唱
え
て
き
て
開
何
回
聞
に
な
っ
て
い

る
が
‘
際
紛
と
な
る
設
人
病
と
脱
却
時
間
同

労
裁
に
よ
る
疲
労
的
総
務
、
馳
相
場
的
ス

ト
レ
ス
を
伏
殺
し
よ
う
と
、
総
務
ぐ
る

み
の
絞
殺
管
理
が
滋
め
ら
れ
て
い
る
。

品嶋仲斡縦一、

1
0
0
0
人
以
上
み
る
い
は

特
珠
な
作
業
所
で
M
M
5
0
0
人
以
上
的

労
働
者
約
い
る
臨
相
場
で
部
伎
の
盆
業
直

的
選
任
が
必
務
と
な
っ
た
。

一
…
、
機
晴
増
益
は
事
業
所
的
議
生
袋
員
会

ま
た
は
安
念
級
生
袋
路
人
習
に
治
憶
し
ピ

指
導
助
ぬ
践
に
あ
た
る
。

験
場
の
定
附
則
泌
欄
間
ち
作
業
管
四
摘
、

そ
仕
に
辻
、
燦
総
出
棋
の
関
与
が
欠
か

せ
な
い
。
群
議
所
的
規
吋
院
主
総
憾
に
市
山

ヒ
亡
、
企
業
に
は
綴
綾
践
的
専
径
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
w

的
年
間
汚
に
安
金
労
繍
揃
州
生
訟
が
改

X
L
ぎ
れ
、
綴
総
緩
め
職
務
が
特
に
強
化

さ
れ
て

、
常
時
前
人
以
上
的
中
事
業
所
は
嘱
総

R

瀦
四v
時
酬
開
予
後
1
時
加
分
か
ら
3
時
泊

分
ま
で

V
対
象
機
議
病
的
人
と
そ
川
町
家
来
、

年
齢
品
別
に
心
配
で
予
防
の
た
め
に
勉
強

し
た
い
人
な
ど

管
一
持
参
筆
記
用
具
、
食
品
交
換
袋
、

マ
線
装
縫
い
体
絡
が
で
き
る
縦
淡

V
申
L
注
品
・
問
問
い
合
わ
せ
電
話
で

日
月
8
5ま
で
い
樺
総
セ
ン
タ
ー
へ

d

司
輔
欄
剛
麟
品
開
教
室
問
自
問
慌

関

的
作
議
環
境
紳
世
田
句
職
場
の
鐙
療
4

静岡制，

健
勝
後
線
、
競
泳
~
教
昔
、
品
百
数
品
物
の
静
一

総
隊
惑
の
原
岡
闘
の
締
官
難
民
び
再
建
時
間
止

持
た
め
の
然
学
的
出
加
山
器
等
に
附
問
寸
る
総

務
は
翁
た
る
こ
と
と
な
っ

puQ

党
議
校
総
〈
ハ
イ
テ
ク
)
の
導
入
に
よ

る
新
允
な
晶
思
議
衛
殺
の
間
際
、
家
業
ス

ト
レ
ス
町
発
然
除
隊
と
対
策
、

v
n
u
T

忙
し
く
総
市
中
と
間
判
経
を
綴
求
す
る

事
裁
一
昨
に
あ
っ
て
は
、
品
温
議
出
障
は
労

使
茨
方
に
、
と
も
す
れ
ば
、
う
る
さ

が
ら
れ
る
存
夜
で
は
あ
る
が
、
緊
張

な
拍
相
談
を
滋
じ
て
、
肉
体
の
燦
然
に

よ
る
隊
惑
を
未
然
に
出
師
事
、
点
不
全
な

鵬
判
場
生
活
者
絞
け
て
い
く
た
め
に
、

快
液
な
戦
場
潔
出
世
づ
く
9
に
務
め
た

い
も
の
で
あ
る
。

V
問
い
合
わ
せ
我
係
子
市
川
慨
附
附
A

目前

官
公
開

~
5
5
2
8

予

防

接

種

は

護

士

タ

l

市

量

管

お

よ

び

品
支
品
川
に
お
い
で
あ
る
吋
我
孫
子
市
係

医

療

機

関

で

健

セ

ン

タ

ー

の

ご

案

内

L
E撃
だ

次
的
予
防
接
擦
は
際
療
機
関
問
で
長
汁
思
い
e

て

く

だ

さ

い

o

V

持

事

綾

子

総

綾

子

出

版

と

印

船

腕

な
お
宮
中
《
泌
医
療
臨
時
開
閉
じ
っ
い
と
は
‘
世
V

醐
蹴
緩
い
地
内
朝
刊

慈

当

者

必

よ

ぴ

線

描

四

期

醐

時

V
H
討
議
開
明
初
出
年
8
月
魚
〈
漁
知
一
か

い
草
袋
、
す
」

マ
日
時

Hun-a(本
)
午
後
1
時
国

分
か
ら
Z
時
日
分

V
場
所
我
孫
子
市
川
開
鐙
セ
ン
タ
!

V
怯
付
帯
母
子
抽
暗
殺
手
緩
‘
滋
ブ
ラ
シ

し
ゃ
べ
り
ヴ
ら
い
、
手
足
が
一
小
俊
樹
‘

字
奉
づ
ら
い
等
の
神
州
制
緩
状
?
お
泌
み

的
方
的
ご
問
問
銭
安
お
受
け
し
ま
す
。

V
R時
間

m
g
E
h金
)
午
後
1
時

V
場
所
我
孫
子
市
総
縫
セ
ン
タ
i

V
掴
県
山
摘
出
臨
間
開
立
療
養
所
手
枕
綱
取
脇
市
陪
阿

禅
総
内
科
今
弁
拘
お
脳
陣
州
問

V
申
し
込
み
網
棚
問
い
合
わ
せ
滋
紛
で

日
川
河
川
叫
凶
ロ
ま
で
に
椋
然
総
術
織
的
時
指
導

議
官
(
田
一
I
2
S
6
ヘ
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二
轄
す
す

二一一事

↑

附

図

書

館

vr

z

h

b
芥

。
一
書
函
関
節
護
宮
(
倒

)

4

・1
1
0

晶
一
持
刊
誌
一
一
一
一
日
日

諸
問一

事
轟
轟
鐸

ζ

的
織
に
総
せ
る
写
真
を
務

総
し
ま
す
。
一
一
T
i守
詰
「
私
的

制
町
ぎ
な
ω
w

の場一病、半日市川閲陣品鼎
L

〈私の童手:.'5な怒号持}利緩JII~絞主主8tH夫{滋~t量生}
「言霊1まら秘書室が主主きで、 1111こ浮かぶ織を援吸おろして18

中眺めてい家宅tJ

削
制
緩
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
岨
伺
都
和
年
丹
、
場
一
附
、

uv

と
吾
闘
を
明
記
し
、
戦
孫
子
1
8

5
8術
役
絞
広
報
広
稔
滋
へ
ど

う
ぞ
。
(
薄
議
途
出
窓
〉

警
官
民
総

マ
作
者
小
減
数
子
(
湖
北
ム
ロ
綴
仲
犯

し

報

韓

分

館

時
述
齢
相
5

V
作
為
抽
哨
ノ
滅
的
胡
料
(
郎
品
7
〉
、
手
町
民

地

H
R
9
臼
〈
本
〉
布
後
八
万
館
お
は
な

L

沼
(
刊
号
)
、
機
〈
4
号
)

内
部
議

wv
作
者
鈴
木
議
{
紛
一
戸
在
仲
間
)

V
時
開
問
午
後
3
時
却
分
か
ら
4
時
品
制
緩
漁
期
間
同
日
月
1
H
U
〈
水
〉
か
ら
詩

日
(
木
)

蹴
湖
北
台
分
路
、
車
体
協
分
絡
で
は
山
町
砧
凶
、

写
真
、
骨
徽
噛
胤
世
帯
内
展
示
が
で
き
る
ス
ぇ

i
ス
を
一
設
け
、
常
的
問
問
の
み
な
さ
ん
ね
鱗

料
マ
際
放
し
て
い
ま
す
。
制
期
間
同
は
1
か

月
D

融
替
市
ご
締
滅
的
方
は
、
各
総
惜
館
館

に
お
気
軽
に
ご
総
数
く
だ
さ
い
。

調
北
品
開
分
謹

日
“
国
間
密
実
流
移
凝
緩
E
M

U
H
米
間
間
的
ホ

i
ふ
ろ
ア
イ
に
よ
る
綴

し
て
く
だ
普
い
旬
な
お
、
コ

I
4
i凶

閣

総
は
、
市
民
致
一
端
採
決
時
停
一
一
語
係
で
、

電
議
で
A
A
U
り
付
け
て
い
ま
令
“

V
コ
ー
ナ
ー
利
用
ょ
の
注
意
取
り
扱

う
品
物
は
、
家
幕
内
、
品
開
所

mu閥
、
電
気

製
品
、
お
油
製
問
問
、
子
供
問
地
問
科
学
習

用
府
特
閥
、
自
転
単
{
隊
μ
刊
を
含
む
)
な
ど

中
主
と
し
て
話
局
雑
貨
絡
の
総
久
消
費
燃

と
し
ま
す
匂
次
叫
刷
、
由
民
動
車
、
、
ゑ
き
物

は
取
り
扱
い
ま
せ
ん

B

捕
時
制
例
制
聞
は
無
料
、

夜
粍
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、

有
料
的
場
合
的
提
供
綴
執
倒
的
隠
安
は
‘

購
入
後
1
部
以
内
の
も
の
で
潔
織
の
S

剣
以
内
、
上
践
を
ら
万
内
と
し
ま
す
o

v問
い
合
わ
せ
市
民
生
滋
滋
消
費
生

活
係
官
(
回
開
)
l
l
一ιPEal(
内
線
・

3
2

9
川

臨

と予の器開

親
子
で
手
軽
母
子
工
芸

七
宝
競
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

今
年
町
総
1
問
問
輔
哉
と
予
の
ふ
れ
あ
い

慾
零
は
、
昨
年
好
糾
だ
勺
た
吾
川
球

焼
い
れ
い
地
問
機
し
ま
す

3

七
支
持
鴻
は
、
問
問
な
ど
の
金
認
め
下
地

に
品
抑
制
的
銭
円
よ
ラ
な
ガ
ラ
ス
絞
り
q
F
わ

，
て
す
り
を
金
り
、
そ
れ
を
カ
7

ド
で
脱
税

義
付
け
さ
ま
F
ま
な
察
側
聞
を
淡
わ
し
た

伝
統
工
銭
円
一
つ
で
す
。

ζ

的
機
会
に
、
歌
劇
仲
に
ひ
と
つ
し
か

な
い
あ
な
た
の
宝
物
を
伶
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

V
口
持
侍
れ
何
月
九
M
E
〈
日
〉
午
約
mw
時
か

ら
午
後
3
時

V
場
所
中
央
公
開
問
総

惜v
蜘
品
指
摘
紺
柑
子
回
線
一
昨
滞
緩
附
明
〉

V
参
加
醜
H

E
談
後
5
0
0
m
〈
材
料

袋
)

V
線
開
削
荻
齢
制
紀
子
氏
(
八
ム
臨
内
総
惟
耕
輔
抑
)

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ
宰
%
、

い
一
挙
淑
者
的
住
校
、
氏
名
、
学
年
、
電

話
怒
号
‘
ぶ
ぃ
玄
焼
参
加
品
抑
制
措
い
と
明
記

L
、
日
月
8
日
〈
水
*
山
消
印
有
効
)
ま

で
は
伐
採
子
1
6
8
4
絞
得
議
箆
会
社

会
教
育
線
開
M

(

部
)
1
1
5
1

司捜鰻煙車塩

現媛嬢嬰懸務

子
供
波
め
試
合
を
見
つ
め
る
真
剣
伸
明
燃
は
日
本
独
特
の
筑
波
町
一
つ
ひ

な
白
。
小
さ
な
体
が
ょ
っ
か
り
A

甘
い
包
し
か
し
、
今
で
は
世
界
各
地
で
広
く
毅

げ
が
は
と
ば
し
る
え
庁
ン
ハ
レ
F
負
し
ま
れ
て
い
る
間
闘
機
的
則
合
ス
ポ

i
y
で

け
る
夕
、
ぞ
こ
だ
」
偽
甘
や
粂
り
山
山
も
あ
る

u

L
て
応
援
す
る
制
柄
、
そ
し
て
仲
間
的
梁
選
迭
問
械
は
後
議
を
滋
し
、
鳩
蹴
に

前
l
i金
お

け

る

膏

少

年

内

輪

概

念

な

育

成

を

同

国

る

9
H月
日
付
問
、
市
反
体
育
館
判
、
Ah
わ
こ
と
を
開
制
約
一
と
し
て
続
初
制
年
に
4
、

れ
た
前
民
柔
滋
大
会

rの
熱
戦
の
↑

5
名
門
有
本
で
玲
縫
α

そ
の
後
也
際
相

吋
ず
で
あ
る
e

幼
年
内
東
京
オ
リ
ン
ピ
y
ク
を
境
に
桑

道
熱
は
滋
ま
つ
、
総
在
、
議
照
会
問
時
は

刊

M

剛山口径判
1
8
0
為
中
学
、
高
校
、

大
学
、
社
内
部
活
動
、
蜘
商
務
や
附
町
内
遊

間
噌
で
そ
れ
ぞ
れ
制
抑
制
闘
に
総
み
、
そ
し
て
、

和
紙
島
い
あ
い
と
犠
し
み
を
い
か
ら
気
持

の
よ
い
符
密
猟
し
て
い
る
@

議
道
は
」
投
げ
ら
れ
る
と
緩
い
」
、

「
け
が
を
寸
る
」
「
汗
く
き
い
か
ら
い
や

だ
」
な
ど
と
よ
く
耳
に
す
る
。
し
か
し
、

総
本
を
し
っ
か
り
後
え
て
い
れ
ば
投
げ

ら
れ
ぜ
も
山
怖
く
な
い
し
、
け
が
も
少
な

い
。
ま
た
、
作
く
さ
い
柔
遂
衣
は
紛
争

は
駒
沢
礼
と
、
最
近
で
は
よ
く
洗
う
よ
う

電静動a緬踏

襲選議題富豪

に
な
り
‘
今
で
は
議
泌
総
さ
え
婆
と
ら

れ
る
よ
う
に
な
ヲ
た
=

遼
堕
の
}
出
品
慨
は
‘
全
線
大
会
、
県
火

第s悶

盤噂号事り構謹話器
11月4El泌午前9終

j湖北命中央公題

的
参
加
、
災
景
品
玄
γ
年
4
日
開
…

の
一
的
議
備
会
な
ど
の
開
制
緩
と
、
一

行
率
も
多
い
島
村
九
い
伊
、
逮
援
に
も
M

閥

…

み

が

ら

そ

れ

は

低

年

議

案

道

人

一

日
が
仙
眼
中
市
に
比
べ
る
と
非
常
に
少
な
い
一

ニ
と
m

昨
今
、
霊
長
ス
ポ
ー
ツ
に
引
一

か
れ
る
子
供
達
に
、
柔
議
約
数
カ
を
十
一

分
知
っ
て
も
ら
っ
ニ
と
が
、
連
照
的
今
一

後

的

議

題

と

な

っ

て

い

る

。

一

き
あ
、
惜
相
違
も
第
一
一
的
山
下
を
め
…

ぎ
し
て
、
…
綴
じ
且
来
遊
し
ま
せ
ん
か
ぬ
一

V
問
問
い
合
わ
せ
議
滋
浅
間
組
星
野
一

栄官事
1
9
7
1

菌
議
ヒ
…

鋭

校

滋

会

を

総

合

し

ま

す

。

…

V
円
咽
時
日
同
月
4
門
口
(
土
)
午
州
刑
Q
V

静
か
ら
H
時
泊
分
(
約
一
火
的
場
合

はれ
H
R
H
n
n
(
土
)

wv
場
所
湖
北
命
中
央
公
認
致
車

場
開
制
中
川
誠
一
党
本
田
捌

V
問
問
い
合
わ
せ
公
開
出
街
鈴
謀
総

化
推
進
係

‘
，
潜
血
畿
で
練
習
に
融
臨
む
少
年

一蓬
盆
品
約
剛
院
猿
遠
大
会
で
の
入
貧

者

文芸だよりは告をさんがつくるコー

ナ…です。務WBIま毎月15日(，Q，毒事入

1人1作でハ発l'そ!こ目えります。
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一

f

・
1
東
北
抽
出
力
的
若
手
際
波
野
市
か
ら
吋
榔
父
事
件
恥
町
若
品
切
で
あ
り
、
脱
出
孫
子
市
と
れ
ら
の
多
惨
な
か
〈
流
が
当
日
ぺ
地
司

一

為

υ
-
T
r
a
p
r
v
k
e弘
行

上

主

ゆ

か

り

の

沖

費

量

古

島

義

塁

線

で

も

あ

り

ま

し

た

、

井

上

喜

フ

ェ

ア

や

郷

土

紛

襲

、

三

…

の

霊

前

ま

で

、

診

器

禁

守

山

れ

に

芝

議

案

李

主

昨

今

霊

童

ピ

デ

オ

三

ス

テ

ィ

パ

善

三

日

来

年

6
河
内
陣
盟
関
潟
ゆ
か
り
サ
ん
で
鶏
り
の
茨
城
摺
常
務
附
出
附
叫
が
共
肘
鴎
事
却
し
て
お
り
ま
す
。
&
・
の
佐
久
世
史
フ
i
ム
の
ル
i
ソ
と
も
い
う
イ
ベ
ン
ト
と
合
わ
せ
て
吟
会
場
て
機
一

一
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
術
院
の
惨
さ
し
ま
す
ポ
4
ロ
閥
的
帥
蹴
…
努
力
ゆ
か
り
サ
芝
¥
来
年
的
政
孫
子
市
e
制
緩
前
向
ぺ
き
フ
ラ
ン
ス
的
ア
ナ
l
ル
学
旅
と
締
り
作
品
げ
ら
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
ヲ
。
一

一
ん
向
げ
を
は
じ
め
ζ

れ
ま
で
多
様
な
ミ
y
E
r
e

を
、
義
代
的
叫
刷
機
に
お
け
る
会
場
町
内
務
で
す
が
、
問
問
際
化
が
急
務
聞
と
め
比
較
は
、
い
ま
一
副
向
い
と
の
発
来
都
S
R
1

櫛
閥
均
吋
故
郷
七
十
品

…
よ
び
か
け
が
な
き
れ
て
冬
ま
し
た
が
、
警
お
凡
化
的
交
流
的
場
と
し
て
、
心
訟
に
十
す
む
仲
回
線
総
に
あ
る
こ
と
か
へ
滋
が
は
と
ま
り
で
長
。
こ
の
笠
喜
多
に
よ
れ
ば
、
隣
国
的
学
問
阿
形
成
…

機

へ

の

窓

母

子

、

言

語

警

草

刈

り

、

議

ゴ

ミ

畿

大

コ

ミ

め

E
こ

の

ほ

と

新

た

に

室

内

方

々

三

分

ゃ

あ

し

ょ

げ

ま

す

切

か

つ

て

祭

事

事

的

問

喜

一

救

護

、

フ

け

て

、

雲

咲

綴

史

学

、

社

会

学

芸

点

と

な

っ

主

?

足

率

…

係
つ
た
め
の
下
水
滅
的
葉
芸
警
察
、
室
内
や
心
的
な
奪
三
つ
…
き
か
け
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
だ
語
雪
ゆ
か
り
サ
ミ
ッ
ト
。
と
除
終
的
に
持

5
7ロ
yパの
7
y
Eと
め

と

し

た

、

露

裂

で

は

藷

年

時

代

単

語

草

脱

出

塁

…

て
い
ま
す
総
一
公
ゐ
m
w
n
月
幻
i
m
叫
呂
、
我
孫
子
市
い
い
ま
す
の
は
、
続
投
、
荘
地
で
緩
ん
ク
ス
・
ウ
ヱ
i
パ
i
あ
る
い
は
中
畿
の
た
し
た
い
と
を
え
ま
す
匂
や
淡
水
田
口
奮
し
お
壇
ん
ど
土
特
官
一

下
水
一
泊
婦
に
川
町
手
案
、
ス
コ
ソ

γ

一
的
事

3
7り
も

加

経

し

て

い

る

渥

r

;

i

'

!

;

L

'

;

:

r

i

b

'

v

;

h

-

f

h

l

僚

時

代

い

い

ま

議

棋

を

し

望

同

級

数

日

見

5
5
2加し
て

く

れ

ま

…

愈

雲

、

地

主

研

究

室

主

嘩

、

喝

罪

究

詰

抗

龍

一

ゃ

P
7

芝

協

力

し

た

毒

そ

し

て

主

総
す
。
お
父
普
ん
事
汗
ど
〈
に
な
っ
て
…
一
幸
多
ゑ
門
会
長
木
村
山
町
会
長
〉
麟
蹴
鞘
盤
撚
縦
割
繍
翻
観
樹
難
事
醐
輯
灘
嫡
噂
輔
穂
謝
塊
欄
潮
謝
噂
繰
綿
臓
器
棚
、
義
的
絡
す
な
か
ち
関
東
議
官
民
…

担

問

各

自

の

ま

守

的

U
主

的

ふ

た

を

一

内

主

要

手

重

か

ら

の

獲

轍

錦

織

織

翻

額

繍

機

鎚

機

織

錦

鶏

織

翻

額

融

織

機

繕

欝

鍛

翻

護

錨

錦

繍

錦

欝

議

創

刊

紋

川

長

め

る

義

的

号

、

…

払

号

、

み

え

を

で

湾

食

品

庶

務

長

三

一

律

!

交

流

5
2
7
E欄
顎
警
富
品
開
倍
脅
器
顎
諸
藩
審
議
盟
問
E

当
時
的
喜
子
ゃ
い
ひ
と
き
わ
続
L
く
一

織

を

事

ら

う

ん

で

サ

α

…
ご
い
宮
域
験
日
間
台
市
で
U
ら

か

れ

ま

;

l

i

'

i

1

4

1

司

1

4

1

1

i

1

i

蛍

設

し

‘

M

民
俗
学
を
叫
翠
Lhι
柳
回
…

封
草
耕
一
一
吹
ゴ
ミ
の
悶
収
な
ど
の
事
撲
に
…
し
九
%
そ
こ
で
来
年
内
務
国
サ
ミ
与
な
お
関
門

J

〈
今
、
村
お
こ
し
を
め
ざ
玄
同
章
一
と
対
比
し
た
機
関
内
‘
そ
的
問
問
閉
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
会
手
は
各
地
総
務
赤
字
!
?
ぷ
、
研
究
結
喜
一
機
…

伊
山
も
み
を
さ
ん
よ
〈
協
力
し
て
く
れ
二
時
て
に
む
け
、
柑
刊
孫
子
市
内
瑞
史
づ
く
治
体
望
的
織
委
雲
引
と
つ
で
あ
官
、
需
に
お
い
て
、
し
か
も
小
さ
か
ら
霊
主
主
長
方
々
の
奈
が
と
事
交
流
を
ま
た
〈
、
そ
こ
二

ガ
総
会
づ
く
り
は
金
日
間
内
手
で
L

P

カ
令
災
共
一
り
か
ら
櫛
田
凶
内
総
学
と
深
い
か
か
り
ま
し
て
倒
閣
嗣
側
関
を
キ
1り
i
F
な
地
域
を
場
と
し
て
、
も
う
-
燦
隊
、
7

多
く
臼
凡
ら
れ
る
ニ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
総
数
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
れ

w

く
、
ぉ
一

一

員

誇

認

識

で

て

…

わ

り

を

さ

霊

薬

賞

、

霊

に

、

地

域

的

議

化

を

め

手

自

治

体

て

み

た

い

さ

え

ま

す

“

そ

の

点

で

外

れ

は

ま

り

霊

ず

べ

き

こ

と

で

、

隣

誘

い

卒

山

上

げ

る

次

第

で

す

。

…

シ
の
査
の
ま
と
ま
り
も
良
〈
、
こ
れ
と
一
め
よ
び
か
け
が
次
議
に
ア
ピ
よ

2
J
7タ
で
あ
り
ま
寸
o
a
，
理
研
究
者
と
的
、
医
療
議
室
た
富
兇
へ
の
関
心
が
、
建
宮
い
は
以
上
、
警
史
研
究
め
一
民
と
し
一

む
繍
い
っ
た
護
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
却
系
…
き
れ
ま
し
た

G

4

2

f

に

例

議

定

多

く

さ

れ

る

と

一

添

い

ま

す

。

主

義

に

ま

で

紋

が

っ

て

き

て

い

る

て

、

税

ど

も

が

霊

士

会

一

一

鴻
穏
に
公
闘
が
一
つ
も
な
い
の
で
、
前
町
A

敢
に
開
時
一
的
淡
を
重
ね
て
、
制
民
俗
学
と
い
う
学
問
同
ま
た
、
ニ
的
関
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
こ
と
を
、
殺
醸
し
て
い
る
と
し
唱
え
ま
す
。
域
を
場
と
し
て
の
歴
史
文
化
的
交
流
一

創
刊
仏
携
し
て
い
る
務
指
定
的
依
存
緑
地
一
言
一
本
火
ん
閣
の
キ
i
ワ
i
ド
寸
淀
川
胤
い
を
鰐
殺
し
た
b
け
で
す
が
・
と
り
わ
け
の
は
柄
欄
浴
、
実
は
欝
ぷ
ゅ
の
闘
か
ら

r
そ
の
尚
一
明
¥
社
会
学
的
制
時
間
見
利
子
勧
誘
を
、
発
品
品
目
さ
せ
て
い
た
だ
ま
ゆ
L
た
J

〈
森
林
間
公
開
闘
に
で
も
な
れ
ば
い
い
℃
す
ね
ブ
一
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
ま
し
て
、
来
年
務
自
の
入
金
と
器
開
に
ゆ
か
り
の
あ
る
て
お
り
ま
し
て
、
今
秋
亡
く
な
ら
れ
た
の
言
葉
で
い
え
ば
、
反
織
的
交
流
も
幾
よ
ろ
し
く
お
毅
い
を
申
し
上
げ
ま
穴
一

波
る

V
会

凝

喜

健

森

吉

田

五

二

5
5禁
需

品

君

主

宰

主

要

勺

襲

撃

ま

り

の

悪

霊

で

か

つ

肉

同

要

量

級

妥

た

さ

れ

る

こ

と

芸

ろ

う

と

考

え

ま

す

。

言

輔

さ

ん

釜

…

内

7

E

一匁
1

0

8

5

r

i

i

i

l

i

l
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-
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っ
体
鳴
門
的
日
」
的
問
問
月
初
日
、
市
民

体
符
帥
蹄
が
一
僻
料
開
設
さ
れ
、
市
叩
閥
抗
体

力
ヴ
〈
り
一
大
会
が
問
捌
か
れ
ま
し
た
。

切
」
の
沼
は
滋
み
切
っ
た
継
開
設
が
広

が
る
砂
ス
ポ
ー
ツ
詰
相
~
家
義
晴
雄
れ

な
ど
で
、
火
勢
町
市
制
限
が
大
会
に
紛

れ
ま
し
た
。
体
嚇
問
帥
路
内
的
メ
イ
ン
ア
リ

ー
ナ
で
は
、
観
世
桂
な
繁
期
市
が
流
れ
る
な

か
、
相
棋
γ
ア
リ
レ
!
や
夫
偶
問
符
よ
〈
、
パ

ン
食
い
務
遂
な
ピ
繁
皆
既
で
楽
し
め
る
畿

技
が
次
々
と
捻
れ
ソ
広
げ

ら
れ
、
昼
江
は
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
輸
郁

災
総
学
的
父
・
制
問
隙
間
同
男
に
ゆ
か
り

の
深
い
9
民
権
問
町
村
が
…
設
に
告
す

る
「
柳
毘
線
総
ゆ
か
り
サ
ミ
y
ト
」

の
事
務
純
会
議
炉
問
N

例
月
比
白
、
割
判
制
慨

簡
の
務
庁
脅
や
A
W
わ
れ
ま
し
た
a

間
榊
m
削
醐
閥
昭
刀
ゆ
か
ワ
サ
ミ
y
z
p
は‘

州
問
題
学
的
級
品
刊
を
学
び
筑
波
す
き
」

れ

と
で
、
教
湾
や
文
化
、
藤
緩
め
滋
興

争
品
堪
め
る
こ
と
を
同
制
約
仁
、
間
相
続
的
阿

部、

4
遠
野
仙
制
裁
」
誕
肢
の
地
方
岩
手

県
波
野
市
で
第
…
問
問
問
闘
が
隣
か
れ
、

第
二
疑
問
闘
が
，
m
榊
岡
家
光
鎖
的
地
d

府間

続
糸
線
出
索
、
然
記
一
間
出
呂
が
ゆ
ル
思
議

の
地
'
共
感
染
問
隅
附
間
前
で
騎
催
寸
来

年
、
輪
開
閉
間
関
サ
ミ
y
ト
が
d
m
…
一
的

故
郷
e
的
我
孫
手
市
市

ι品刊
制
明
前
町
を
余

峨
切
に
開
聞
か
社
ふ
ゆ
か
す
。

事
務
絡
会
議
で
は
、
第
密
閉
サ
ミ

ン
ト
的
隠
媛
、
行
事
内
務
な
ど
を
協

梯時

6
月
出
口
問
、
部
百
円
2
日
滅
的

径
穏
で
、
蜘
榊
磁
研
究
教
に
よ
る
悶
線

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
各
出
国
治
体
的
中
学

生
創
作
的
柳
怒
師
側
掲
ピ
ヂ
オ
7
ふ
ス

テ
イ
パ
ル
‘
各
叫
掛
か
ら
の
リ
ポ
ー
ト
、

揮
念
物
鐙
回
世
な
ど
を
刷
協
す
こ
と
が
正

式
に
決
絞
容
れ
ま
し
た
。

議
議
決
ま
る

8
月
開
催

開
酬
の
特
約
炎
然
記
念
物
e
ト
キ
の

は
〈
制
制
緩
本
ur
、
齢
制
綴
俊
一
さ
ん

〈
長
田
町
議
総
久
市
)
か
ら
我
刊
拍
子
市

白
府
内
憾
物
絡
に
鮮
総
さ
れ
る
と
と
に

な
り
ま
し
た

u

ル
怖
が
淡
い
ザ
ン
ク
色
、
開
州
在
比
較
的
綴

い
口
叫
が
中
部
〈
、
時
持
品
開
し
た
縮
後
い
口
ば

L
が
特
徴
1

相
設
日
本
に
蛮
芋
る
ト
々
は
、
新

潟
県
ト
キ
削
除
議
セ
ン
タ
ー
(
佐
渡
〉
に

係
哨
糊
さ
れ
て
い
る
Z
瀦
だ
け
務
国
内
の

は
〈
制
制
緩
本
全
体
で
丸
一
博
物
線
な
ど
に

お
体
し
か
日
本
議
ト
キ
は
淡
治
さ
れ
て

お
ら
ヂ
、
大
変
質
畿
な
鳥

寄
級
事
れ
た
ト
キ
は

鯵
出
刊
さ
れ
毛
米
年
5
同月

下
旬
、
偽
均
的
簿
物
館
内

オ
ー
プ
ン
と
閉
門
時
に

X

E
議
ミ
コ
ー
ナ
ー
〈
3

帥聞
J

に
お
際
見
え
し
ま

す司

213 



ま李総元主将号月18褒夜 *人口120.111入〈十2.478人〉
(対誇与fftち〉 男60.322人女59.789人

孝君主手替数37.947t雪務〈十1.153浸簿〉

翁務総量冨軍事皇室湖北会分量富 87…割五5
事務差是図軍事霊童子容を監分車窓 S喜一-1311
骨F自民総釜霊童絡重量軍事務童書 87-0000
@湾総惨事事童書 87-1155
@都市該議事務話時 85-1171
骨縁体持事務者型車総センター 88-()141
暢あら告書覇軍 88-4188
帯つつL，:絞 88…0123
事業活環尊重諜〈芸書4む持軍}87-237吉

〈ゴミ)87-0015くし尿)88-2547
惨事告後衛近縁センター約一3740
骨天2正念~t近隣センター 82--9988
嘩灘北台市喜志センター 88-9吉27
骨千百俊子宮E呈センタ… 89…1193

後総合襲撃童会は、重警霊童、 喜重量筆、写

真、 手工芸主、 重量殺、 主主主完童書議事壊さ主

毒薬、 ヨ事5学童護Y士す場

疑重富豪奪ー事事自立大会出場機ま、 漁協

会議選で霊安11(すけし霊安宅}o

惨問い合わt君 主士会教害警護襲

世 (85)1151

~89寺竹ぬ句協(日)1Jら後Eヨ

(8)午詰D!?ff事主主ら午後8善導。 138

(F守)1詩体み。 19日(8)1，主午後ヰ善幸

誌で。

b語露京 市E思議題

砂問い合わせ 重吉本宮(82)0000

長室の万じり著書裁量望淘{綾子吉野〉

砂8狩 11淘23Eヨ(被〉午前9善寺~

験会話重 量託木2252C久選手意より子居

住15言語へ2001'，;:の，.I<EID

砂持参 差籍、後援連〈参加無料D

砂罪悪い合わせ 溜若宮際世(88)02初、

i 祭掛惜(88)2576

毒事第3意書筆書E草子オーブン豊臣寵錫人

卓球大会

惨89寺 11弓14Eヨ()l，)午菖ij9善寺~

ゐ会様 子宮E耳障轡控室

惨事震をヨ ヲンヲ矧j団体戦 (4畿守

主要)，1チーム5毛主以と

惨事量Z融資 守チ~ム3500Fヨ

割勘定担込翼百軽量 竹1='l58C臼め議室〉

@豊臣守号館議議事オーブン議まま大重量

検89事 111'弓23Eヨ〈書記〉午倍"9障害~

修会議 1!5131隊害事童喜

~喜重窃 雲号・!;J:yング)[，二之、男，

Zぇダブルス

~著書泌喪 シングルス総口問、デ

ブ}[，ス1(泌円

少申込翼語限 竹F弓10臼〈雪量・劫毒籍〉

量量増し込ih‘問い合わt主 F語紙iこ

著書Z自手島高華大会也、参加者の往所、

氏名、篭主主君臨告考teil言Eし、申込類

自室内{己喜善説i質そを慾えて現金襲撃留で

潟:Itt551-7~手原務室豊子宮(87l25

52C午後7絡~9号事〉へ

砂防総 11向限切OK)午喜幸竹隠か

そう午後3時事

ー・鑓再暗 殺子野毅湾総社余童話

が持軍事 rこれからボランティ戸

主主義過を空母I!Dられる15へ」唆王子ーマ

c講演

砂著書蹴1費 主義科〈昼議I革主主義望書11
F時露設し訟です。〉
~~霊童費 20お(気遣弱震設〉

歩申し込み・際い会わt主務総で

11湾総Eヨ〈金〉さまで!こ主主主系'3';百社会

霊童祉協尊重会措(84)1539へ

l語塾竪塑塑J
b白書寺 竹河128(巴)'1=寄u9野寺30

分ガo午後2G事
~余若草 湾扱惨害警高君主主びプレイル

ーム

炉問い合わせ ぬ校官(87)機31

r-画幅両信託誌報]
盟遼圭竺竺ヲ竺JII三塁皇j
砂8善幸 村月ま38(説〉午後守時3自

分厚害者塾

併話量高時 刻?自民文化会総

b申し込み・震品川合わtt ヰム言震警護

談話童書審議警i尽をもっ綴め会チャリテ

ィー終将軍整長選会JlI白骨ω8)2105、

三三津軽自(84:ぉ26

)
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。億ケ葉警の滋覧と線学

砂8事者 111'ヨ伎をヨ(8)守二書百98幸我

孫子釈改札口事韓合

惨草壁F軽 3王宝襲撃堂、 送車覧車告tt
~持移 譲語道、あれば主主観童話

》袋署警く主主い願書室主~<l:l絡しください命

令書幸い合わ校 三降雪〈品3片品給、

中丸暗(87)2346

。行事草野鳥緩幾重嘗の本室長な野緑豊草

学

~白書事 111'ヲ98C木〉午喜iJ9静香我

孫子駅改札口談合

検隠し、会わせ氷蛙'1ft(84)4550 

~お草寺・会話農 家 1怒露竹内総包

〈木〉午前穏健からiE午・天王台北

泌総センター本 2脇島11，ヨ218

〈火〉午露~10e幸15分から午後。鰐15

分--.滞在主総近縁センター

~Æ員 詰主主主主豊共12在8

惨事事総聖堂 おむ向。差毛児ありく予約

書予ij)---託児童雪200fIl(霊菱重量j，n
診車し込み‘降いおおtt審議きで

高議惣〈吉3)001&八島官(88)7052へ

趨鴎噂輔

華青木小学意義従事事事室哲(88)9む19

〈担主語・害警本〉、 道草花粉'ii'重量級事著察

官(88)切30C主導溢・議tll)，第三小

学童保害警三室〈鎚当 e災毒事〉で1み葱

課長島、小学後{低学年o児童霊祭指導

してくださるおを務室撃しています。

砂申し込み・筒い合わせ 霊室長産主主

保鳶察の翼連当著書へ

主主主草子重器短時でま芋3京年担当の:PJL-

パイト学生な察室長してい法1'}0

I>t士務P'I望書 査手書聖ハガキの区分け

及び首己主義

惨害事給 主王子(区分l:tl弱。丹、努ヲ

〈童日護憲〉部OfIl
惨要事務跨医事 185~ア善寺韓請緩号室

砂熔賂 12問中主苦から守路108頃

まc
b霊信事事m去 最連接.:::*見事ピ主主主主い。

炉筒いをきわせ 主主鶏菩軍事綾局総務

会畿運理官(82)1431

惨事事態対象 来ま手、小学守王手、 2

ま匹、 3年iとなるな否著書干をき

験申し込み・隠し、重きわせ 往議議ハ

ガキ!こ!思議室のti'i'軒、氏名、さ長年内

Eヨ、入学予:<E空宇按をき3之は夜筏司号、

銀義務名、議盤話言語曾を母普通Eし、竹

81告白〈金nまで{こ手看護義語へ

。算，45言語 久等皇室555-7

緩や様子宮(83)3107

0幾76u草 壁雪山台紅24-3

f事長義允子宮(82)0017
r 

H東葛錨議露政讃響殺生1
砂89寺 竹伶17臼(金〉午後守喜幸30

分かをうt写機

険機罪奇 策毒事総合司げを主〈総F'1!5

小寝不ア〉

験的軍事 〈蓄電渓)r~際政治の弾事王室

変化と日本o務総J 。幾重l:iii雲氏、rふ

るさとの主主役iむ1~6首位たの簿罪者宅~J

、、wヱド盟tJ主総E王

歩募集入要望 150名く先着誇費〉

惨重量言語斜 線料

善勧申し込み・問い合わぜ 11810 

Elく金〉主主計こニド草書摂重軽毒事豊島去をI訴事

務察官。ヰ73(61)21竹内覇軍106ヘ

広報ビデオF本避のふるさと jを放映

11月5臼・混同108に
=fJ薦テレビで

湾総報瓜草堂書事1JIE言語、子議テ

レlご飯王芸誌詩作6り主主孫、ぞ子市毛主総:If

Rまる広報ピデズ r'7.J<辺のふるさ

とJ が11I='l 5日、 12)'寺1080う2
E弘子議テレどくUH F46チャ

ンネル〉で級車更されます。

般車主i涛韓議{謀、 11月5Eヨ(8)，

121'守108C包〉なも、'F室主竹時30

重究主華子市技会尊重祉協議議-c，下手詰

総選車両手を喜悪事長し1ごい主主主r.
~住著書内容 主主総老人司きへの重量事

の総選0.1<霊童正当と本襲撃8)及び務器護

問察尊重IJ)重己主まと喜語り{すけく霊童書寺〉

Bき当等、き季語DIとついては我祭主子

市役会議後協議会宮(84)1539"-

軍事輔輔さ動

砂正3隊 11月108(金〉午芸高知善寺tJ

'3午後3隠30至宝CiE'Ft.まら午古島守
磨寺までは体数〉

~話器語丹 治主主語号泣衛隊

珍問い食事コtt 毒事会長襲撃

重賞毒事露陣地方書室湾12ンγ一〈野83

階級沢53)では、議後鐙務、非行、

不E理主主友主主どの遺書慰霊襲lとつい亡の

格淡をそtすっています。

歩相綴白書害 問襲撃白から金襲撃日午

前9善寺から午後49春、言吾守・ 3:1:

襲撃8午両日9雲寺からIE午

験申し込み・罪事い合わ役 室畿通苫で

空警なンター宮(24)4148へ

臨
翻
轍
竹
月
額
欝

滋賀署軍事主の富瀦を担豊島守る

千薫チレピスタツヨ

分tJt.3約箱分、e:うそ?ご覧くだ

おい。

臨時整型画
書sr語審十濁法豊富絞殺第守草警の線建

iこより、

~空軍里担針霞ø覇軍類 主主主華子部F日器

密公健室

砂名線:&び区桜我孫子駅南口?

を苦公自語 ー王手話事3TElの-rolJ)~支E語、

主主孫子駅間自O~さき苦公陸自…本日制 7

131J)一週IIJ)~主義晃

砂縦覧英語潟 村汚1B1Yらi5Eヨ

参量産量車場調時・鱒い合わせ 公害霊長時

総護軍

惨委設。持争奪
<:J!tチシコフラミンゴ機〈つくし

鍔〉から書事務マザーズ/I¥-Lゐ rひ

まわり溺.JIこe重苦渋j機IJ)，警織があ

りました。

。主主院選襲警予綴(3民主台〉と硲絞めそF

様〈災:Et宝〉から縮技めだめ!こと1
J5fIlの襲撃fせがあり殺しまさ。

。祭事者婦人会緩から投会望書干iJ:臓致

事霊験基主義!ことの万F号の寄付tJil吾り

'"しだ。
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